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  いじめが止まりません。これまで何度も何度も朝礼のときに、人の心を傷つける『いじめは絶対許さない』と

伝えていますが、依然として人をバイ菌扱いしたり、叩いたり、人の物にいたずらをしたり、人の嫌がることを

言ったりする人がいます。そして、実に悲しいのが指導をする度に、多くの人が「ダメだと分かっていたけど、

友だちがやっていたから」を理由にします。また、こんな発言をした人もいました。その言葉とは、「だって、

あいつが先にしかけてきたからやった。やられ損はイヤだ」でした。なぜ「人のせい」なのでしょう。なぜ「自

分は人を傷つけることは絶対にしない」と心に決めることができないのでしょう。自分の非を正当化するため

に他に非を持っていったり、自己反省するどころか人を責めたりすることに心の底から強い憤りを覚えます。 

 そして、私が以前勤めていたＭ中学校でのことを思い出します。いじめた側の保護者５人に対して、事のいき

さつや対応について説明をしていたときでした。一人の父親が「さっきからずっと『いじめた側』が悪いって話

になっているけど、元々は『いじめられた側』が悪いんやぞ。そいつをここへ呼んで、まず謝らせんかい！」と

大声で叫ばれました。言葉を完全に失いました。強い怒りさえ感じました。実にナンセンスです。このような考

えがあるから、いつまでも人の世に争いが起き続けると確信しました。いじめに理由などありません。いじめは

理由関係なく「ダメなこと」なのです！なぜ『人を傷つけてはいけない！』と子どもたちに真剣に教えることが

できないのか、なぜ保護者が子どもたちに『ダメなものはダメ！』と指導できないのか、なぜ私たち大人が『人

の道として正しい生き方』を示せないのか残念でなりません。 

しかしです。今毎日のように、中東地区での戦争のニュースが流れてきます。病院や学校、そして、避難所と

いった「標的」としてあり得ないところにミサイルが撃ち込まれ、多くの子どもたちや病人たちの尊い命が奪わ

れています。そして、日本ではお金欲しさに若者が『闇バイト』に加担し、人を傷つけたり、殺したりしていま

す。まさに理解不能です！ ですが、これが今の「現実」ですし、「教育の無力さ」を痛感します。 

中藤小学校の保護者の皆様、そして地域の皆様、お願いがあります。私たち大人が変わらない限り、子どもは

変わりません。ぜひ、人を傷つけること、暴力を振るうことを否定し、「争い」そのものをこの世の中から無く

す教育を一緒にしていただけませんか。よろしくお願いいたします。  中藤小学校長 佐藤 勉（Big Ben） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月９日（木）と１０日（金）の２日間、６年生は京都・奈良・大阪へ修学旅行に行ってきました。初日

は、まさに青空がとても美しい、絶好の『旅行日和』の中、京都ではタクシー班別研修を行い、奈良では東大

寺を含めた奈良公園の散策、そして夜店の見学をしました。２日目は、あいにく朝から雨に見舞われましたが、

ＵＳＪ入園のときには雨が上がり、お天気の神様に感謝でした。やはり、「百聞は一見にしかず」で、東大寺の

大仏を目の当たりにした子どもたちは、皆どよめきの言葉を発していました。学校を離れての県外での学びは

実に大きかったです。これまでお支えいただいた保護者の皆様に心から感謝いたします。 



 

 

１１月２１日（火）の５＆６限目

に、６年１＆２組で（３＆４組は２

８日（火）に実施予定）『海洋ゴミ出

前授業』を行いました。エコプラン

ふくいの高島様と浅利様、福井テレ

ビの福沢様と北島様を講師としてお

招きし、海洋ゴミを減らすためには、

まず自分の町のゴミを減らすことが

大切であることなどを学びました。 

 

 

１１月１６日（木）に１年生から５年生が、２２日（水）に６年生がマラソン大会を行いました。本来

は１４日（火）に全校体制で行う予定でしたが、校庭の状態が悪かったことと、この日は寒く一部の学年

が雨で濡れる可能性があったため延期していました。どの学年でも「自分との戦い」に挑み、自分自身に

打ち克った人がとても多かったように思います。やはり大切なのは、結果ではなく「自分に納得できたか」

だと思います。「己に克てたこと」に自分自身を褒めてあげてください。マラソン大会は「自分自身への

挑戦！」なのです。また来年も自分の歩みを大事にしながら、チャレンジしてください。当日子どもたち

の応援に来てくださった多くの保護者の皆様、お忙しい中本当に「ありがとう」ございました。 

 

 

１１月２０日（月）の給食の時間のとき、日頃大変お世話になっている調理員さんと施設員さんへ「あり

がとう」の心を伝える「感謝のつどい」を行いました。給食委員会が中心となって作成した『手作りカレン

ダー』とお花をプレゼントしました。調理員の皆様からは、「このカレンダーを見て、美味しい給食づくりに

頑張ります！」のお言葉、南本施設員さんからは、「学校のものはみんなのものなので、大事に使ってくださ

い」とのお言葉をいただきました。皆様のご尽力に心より感謝いたします。「ありがとう」ございます。 


